
教育目標 「豊かな心 たくましい実践」

目指す生徒像 「わかるまで、できるまで学ぶ生徒」「お互いを思いやる、心優しい生徒」「自己に挑戦し、自ら鍛える生徒」

「小さなロケット」

あけましておめでとうございます。令和８年がスタートしました。午

（うま）年は、飛躍の年と言われています。今年は、２月のミラノ・コ

ルティナ冬季オリンピックに始まり、３月の野球の世界大会（WBC）、６

月のサッカーワールドカップなど、スポーツのビッグイベントが多く開

催されます。アスリートの活躍からたくさんの感動をもらえるのではな

いでしょうか。

話は変わりますが、感動といえば、数年前、「下町ロケット」という

テレビ番組が放送されました。元宇宙開発研究者だった町工場の社長がロケット開発の夢をあ

きらめられず、社員たちと大企業を相手に奮闘するという話でした。いろいろな困難を乗り越

える「逆転劇」や夢を実現させていくストーリーに気持ちがスカッとするものがありました。

その「下町ロケット」のモデルといわれている社長さんの話です。

ある時、この社長さんのところに、日本人の研究者とアメリカ人の研究者がそれぞれ20名ず

つ見学にやってきました。そこで、社長さんは、一人一人に小さなロケットを作るという課題

を与えました。作業が終わり、それぞれが作った小さなロケットを打ち上げることになりまし

た。最初に日本人が作ったロケットを打ち上げました。しかし、半分以上が空中でバラバラに

壊れてしまいました。それに対して、アメリカ人の研究者のロケットは、全員が見事に成功し

たそうです。いったいどうしてでしょうか？アメリカ人の研究者が優秀で、日本人の研究者が

ダメだったというわけではありません。両者の違いは、作業中にあり

ました。日本人は最後まで一言もしゃべらず黙々とロケットを作って

いました。それに対して、アメリカ人は、わからないことがあると、

聞いて回ってお互いに教え合っていたということです。つまり、日本

人の研究者は、「わからない」ということを恥ずかしいと思い込んで、

一人で何とかしようとし、結果、失敗してしまったということです。

新たなチャレンジをするときに、わからなくて困ることや不安に思

うことはよくあることです。そんな時に、恥ずかしがらず、「少しの勇気」をもって人に助け

を求めることは、とても大切なことです。学校はそういうことができる場所です。わからない

から、できないから、学校に来て勉強し、友達と協力してわかるようになったり、できるよう

になったりするのです。夢や目標を実現させるためにチャレンジするというのは、決して孤独

なものではなく、いろんな人の協力を得て成功するということを覚えておいてもらいたいと思

います。令和８年が皆さんにとって飛躍の年になることを願っています。

（３学期始業式での校長の話を書き改めたもの）
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～バトンを引き継ぎ、新しい一歩へ～
今年度の生徒会活動を総括する生徒総会が行われました。スローガンである「最高到達点」

を目指し、いろいろな活動にチャレンジした結果、たくさんの成果が得られました。３年生の

皆さん、ありがとうございました。また、１，２年生の皆さん、先輩からのバトンを引き継ぎ、

さらによい出中になるようにがんばりましょう。皆さんの活躍を期待しています。

令和7年度生徒会本部役員・専門委員長 令和８年度生徒会本部役員・専門委員長
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令和８年度以降の学校行事について（お知らせ）

学校行事は、教科の学習と同様に法令等に基づいて行われる正規の学習活動として位置付けられてお

り、「仲間と協力し、集団で活動する力」や「社会性や公共心」等、子どもたちの成長を支える重要な

学習活動です。

しかし、例年、地域クラブや校外クラブの各種新人大会が週休日、休日に行われることから、体育祭

や学習発表会の開催日と重なり、生徒がどちらか一方を選択しなければならない状況があり、対応に苦

慮してまいりました。

今年度実施した県内の中学校の状況をまとめたアンケート結果によると、「平日にすべての学校行事

を実施する」と回答した学校は44.5％、「週休日実施していた学校行事を一部、平日に実施する」と回

答した学校は24.9％あり、この二つを合わせると約７割の学校が平日に学校行事を実施していることに

なります。また、「その他」と回答した学校の中にも、「現在、平日に実施する方向で検討中」という学

校も含まれています。今後、部活動の地域展開が進んでいくことによって、さらに学校行事を平日に開

催する学校が増加していくことが予想されます。

こういった状況を鑑みて、当校では、学校行事の教育的意義を大切にし、主役である生徒を最優先に

考え、確実に全員が出席できるようにするため、令和８年度以降の体育祭と学習発表会を平日に実施す

ることにいたしました。

なお、このことについて、1月9日(金)にＰＴＡ役員の皆様から、各学年の保護者代表としてお越しい

ただき、学校の方針を説明し、御理解をいただきました。

つきましては、令和８年度の体育祭及び音楽発表会を下記の日程で実施いたしますので、皆様の御理

解と御協力のほどよろしくお願いします。

体育祭 9月25日(金)〔予備日：28日(月)、29日(火)〕

音楽発表会 10月22日(木)午後 ※意見発表会は同日には行わない


